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目 的 ：

 

主 催 ：

日 時 ：

場 所 ：

講 師 ：

対 象 ：

参加費 ：

持ち物 ：

申込方法：

当日のスケジュール：

      

      

      

      

      

 

申込先、問合先：

 

本事業は、独立行政法人日本スポーツ振興センターによる競技力向上事業助成金を受けて

実施されています。

回回回回次世代育成強化事業次世代育成強化事業次世代育成強化事業次世代育成強化事業

：  本事業においては、同じ聴覚障害を持つ社会人のさまざまなロールモデル

として、普段会うことのできないデフリンピック出場選手が講師となり、夢

をもつことや挑戦することの大切さなどの生きた体験談に、子供たちが触れ

られる機会を設けることを目的とする。

また

指導方法を提供し、ただ上手くなりたいという漠然とした願望から、より具

体的に期間を設定し明確な目標を持たせることで、より大きな目標の実現に

向けた手だてをサポートする。

これによって、普段から

くれる周りの人たちへの感謝を忘れず、

しさ・厳しさ・奥深さを

育成し、国際舞台で活躍できる競技者の

： 一般社団法人

： 2018 年

： 青森県立青森聾学校

： 青山 修

： 学生（中学生、高校生、大学生）

： 無料（昼食は各自持参でお願いします）

： ラケット、ユニフォーム（または体操着）、ゼッケン（または名札）、

タオル、シューズ、弁当、飲み物、筆記用具

申込方法： 別紙の申込書を
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申込先、問合先： 一般社団法人日本ろうあ者卓球協会

ＦＡＸ：０３－６７３２－３０９２
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をもつことや挑戦することの大切さなどの生きた体験談に、子供たちが触れ

られる機会を設けることを目的とする。

また個人指導を通して、それぞれの長所を伸ばし、短所を克服するための

指導方法を提供し、ただ上手くなりたいという漠然とした願望から、より具

体的に期間を設定し明確な目標を持たせることで、より大きな目標の実現に
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